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Cardinale　B。nc。mpag」ni．　B。1。5・　1）a（？）l　Duca　Sと11viati，　FI。rence＆R。me　until　　　展覧会やその他出版物に出品、掲載されたことがほとんどないため、

認灘聯蹴ll、鵠織ll翻轍1㌫謝、翻翻ll捲，§鰍　残念ながら個別白勺研究槻状では行なわれていない，〕しかしなが

蹴lly（：ll鵬頓よ：ll；1！｛11111t惚11妻1器甑，1ご1，1錨琶｛、剛y佛1』論　 ら・ぺ・パーeよ1999・「に本作品を願とともに繕し・そのliiで本

1817・　1・ot・13」）t・　Plunkett；P「ivate　C°11e（iti°n・1「eland・　　　　　　　　　　　　　作品も、またIHヴィーティ・コレクションの作品もともにグイド・レーこの

Bibli・9raPhy：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真筆として、㌻及し、前者を1636－38年の作1？il、後者を1640－42年の未
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t／dtiy，1畑．，・De、・e‘，s、・d；　（Jatalogue　of’t／te　1’i（’tures　at　Teddir～g’・rl，1802，　p．19／20．　　　　完成作と述べている。1・15｝実際、本作品の様式は、マホン・コレクション

蹴　：llf：1撫ISI；、雛撫纏c”副尺e卿”9‘卿゜s’”°’醐dibuset　中の1635－36年の作i・ll・、とされる《ターバン蜷いた敷》（fi，．2）とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わめて近い様式を見せている，また、本作品を実見したボローニャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術監．督局長官ヤドランかベンティー二氏、およびローマ）隻術監督

グイド・レー二は1575年ボローニャに生まれ1642年に同地で没した、　　　局長官クラウディオ・ストリナーティ氏らからは、アトリビューションにつ

171Hr紀を代表するボローニャ派のillli家である・、彼は初めカルヴァー　　　いて、本作品がグイド・レー二の真作であるとの参考意見を，9i・面にて

ルトのもとで修業し、その後カラッチ・族のアカデミーに入り、Ilf代の　　　　いただいたe

作lll　ITIとラファエッロを深く研究したことが知られる・そして、おそらく　　　　　ところで、本作品を含めた3ヴァージョンの《ルクレティア》の構図を

1599年から1602年にかけてローマにゆき、1603年にはボローニャに　　　　ほぼそのままに、エリザベッタ・シラー二q638－1665）の制イ11した模”∫

帰ったとされる・’il時のローマでカラヴァッジョの影響を受けながら　　　がローマのボルゲーゼ）こ術館に収められている（fi　g．3），，・・1・6i　．ndiLt　l1＞1〈i深

も、ボローニャに戻った後は、とりわけルドヴィーコ・カラッチの影響を　　　いのは、このシラーこの作品巾のルクレティアは右手薬指に指輪を

強く受け、彼とともに1605年にサン・ミケーレ・イン・ボスコ聖堂のフレ　　　し、髪をきれいに結っている。これまでこのシラー二の作品のもとと

スコVlliを手がけた1その後、再びローマに赴き、ヴァティカンを中心　　　　なったのは旧ヴィーティ・コレクションの《ルクレティア》と考えられてい

として制作活動を行ない（1608－12年）、いよいよその古典k義的様　　　　たが、このルクレティアは指輪もなく、また髪も結っていない、，むしろほ

式を色濃く見せるようになった。晩年には、次第に筆のタッチが大胆　　　　ぼ完全な形でシラー二の作晶は本作品の構図を踏襲しているので

になり、洗練された色調の変化を特徴とする絵画へと様式を変えて　　　ある。また彼女の父親であり、グイド・レーこの忠実な助f’で、ボロー

いった、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニャで活躍したジョヴァンニ・アンドレア・シラー二（1610－1670）はむし

　1）．スティーヴン・ペッパーが1984年にグイド・レーこの本格的カタ　　　ろヴィーティ・コレクションの作品の構図を引いた版1由i作品を残して

ログ・レゾネを公1二1」した際には、本作品はまだ・般には知られていな　　　いる（fig．4）t．しかも興味深いことに、この版画作品には、この当時す

かったLI　・1　［）一一ノ∫、1971年のE．バッケスキのカタログでは、本作品とほ　　　でに他界していた、初代ボローニャ大li」教で、『聖17｝，の図像をめぐる

ぼlifjじ構図の作lllll2点が紹介されている。ひとつは当時ローマのヴ　　　　考察』（1582年i二1」）の著；者、ガブリエル・パレオツティ（1522，1597）の紋

イーティ・コレクションにあった作品（現在はボローニャの個人コレクシ
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陸彼への献㌔1辞が刷り込まれている・i7こうしたグイド・レー二に　　　　　本作品の来歴に関しては、些か興味深い’j　t”実がある　本作品は、

－
」　X’i‘J’に近い弟j”たちが残したf／ll品は、本作ll【　lllの来歴を探るヒでも　　　　1784年にサルヴィアーテで家から、’11時在リヴー3ルノ英illl領’j　i：を務め

承：要なr一がかりを’j・えてくれるものと思われる　今後も引き統きil周査　　　　ていたジョン・ウドニー（任期1761－1796イ1モ、初代英国領‘1“ジョゼフ・

を1皮する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スミス0）後任）が購人し、英国に持ち帰った　このとき1iijじく英ll4にも

　状態は非常に良好である　本作品のコンデでション・レポートを作　　　　たらされたウドニーのコレクションのiliには、1998年にilこ1・’ノ：西洋）こ術：

成した修復家デイヴィッド・チェスターマンによると、10年ほど前に修　　　　館が購人したグエルチーノの《ゴリアテの首をもつダヴィデ㍉も含ま

復家テでモシー・ワトソンによる小麦粉・にかわ裏打ちが施されてい　　　　れていた　そして彼の兄弟ロバート・ウドニーのr・に移り、彼の死後

る　カンヴァス枠そのものは、19Ull紀にイギリスで作られたもので、松　　　　　q800年｝、180．1年にロンドンのクリステで一ズにて競売にMlされ、上ソ、

材が川いられている　そして1992年には、デイヴィッド・チェスターマ　　　　後、イギリスの個人コレクターのr一を経て、アイルランドの個人コレク

ンによる表面の洗浄が行なわれ、占いニスが除去されたのち、モウ　　　　ターの所有となっていた

イリス20合成樹脂をメディウムとして補彩が行なわれ、MS2A樹脂と　　　　　　さて、サルヴィアーティ公爵家の絵画コレクションからウドニーのr一

ダマールニスが新たに塗り直された．全体的に僅かな補彩を除いて、　　　　に移ったことは、ロバート・ウドニーの死後に作1友された所蔵IIIIl【口録

大きな欠損等の損傷はない　筆者が紫外線による実兄検分を行な　　　　に記載されている，，ISIしかしながら、それ以前の所有者に関しては

った際にも、1こ要な部分に大きな損傷は確認されなかったものの、鼻　　　　明白になってはいない　ディーラーのデボラ・ゲージは、本作品がマ

梁のL部左右に小さな補彩、唇のド部から右顎にかけて、）YI凸の右ド、　　　　ルヴァジーアが1ボローニャ1由1家列伝』「グイド・レー二」において記

胸部中央、さらに171色のシーツの各所に、近年の補彩を・」1す小さな　　　述しているボローニャ大司教ジロラモ・ボンコンバー二枢機卿q621一

無蛍）℃部分が見られた．さらにルクレティアがfにする・J・剣のヒ部、　　　168・1）のコレクションにある作品として、現在マホン・コレクションに含ま

そしてカンヴァスLドの周縁部にも同様の反応が見られた．　　　　　　れている《ターバンを巻いた巫女》（マルヴァジーアが《メディチ家の

り



巫女！　11己述しているもの吐並んて記述ざれているルクレテでア　　　　　　iルクレテでア【の物”llのliN，（1　i，己述ヒしてU）典拠は、アでトウス・リ11ノ

てはないかヒいう仮説を1’tてている　ト”しかしなから、それをゴミIJけ　　　　イウスの11一マ1氾「「第i巻58節てある　ローマの1タルクイニウス・

る，，］1拠は今のヒころ見つか’・ていない　むしろ、このターハンを巻　　　スーヘルフスの息∫セクストウス・タ，レクイ∴ウスか汐ルクイニウス・

いた巫女に関しては、当初シvン・カルロ・ア・メアでチ枢徴卿の所イ1　　　　コ／ラーテでヌベの」2ルクレテでアを剣て脅しなから凌辱してしまう

4るヒこ／）から、ハルァfヌノチのll己述に従・・て、1・lj枢機卿のウヒ後アン　　　　それを恥したルクレテでアは父スフリウス・ルクレテでウスと人コノラー

ア回キア総人1・1教伺ll／iを務y）なから枢俄卿になる前に没したヤコ　　　　テでヌスに゜ll　’1　1’1を，1色明し、その後、i宍lllに1∫．1しlh・・ていた3V剣て自ら

ホ・アルトウで一フYのrに移り、その後1　779　llまてにイキリス人の第　　　　の胸をVtいて1’1　li，した　ローマiRにおいては、この’llf’1をき’、かけ

3代カウハー卿シi一シ・ナノサウのfに移り、その後さまさまなrを　　　　として、i政ローマか共和制ローマへと移bすることになるのてあ

経てマホン・コレクシ’1ンに人t・たヒ　般的には考えられている　m　　　　　る　このルクレテでアの物語は、lll代からルネサンス、ハロノク期にか

ノJマルウァシーアの記述のiliに、もうひとつ1ルクレティア1の／’身像　　　　けて、ホノカノチョをはしめとして、さまさまな文学のlllて貞節を守っ

についての記述か見られる　フでレンツ1のトスカーナ人公家のコレ　　　　た女’1’1の鑑として常に賞賛されてきた　トb

クシー1ンにY身像の．Jレクレティアかrヶまれているのてある　11］し　　　　　　ノJ、聖アウクステでヌスは神のP［i第［巻19節て貞節を守ろうと

かも、この伯品に閃しては今のところ現脊11晶との同定はそ1なわれ　　　　しなから、意に反して暴力を受けたルクレティアを、貞節に対する愛

ていない　しかしなから、マルウァシーアとバルティヌノチのll己述の　　　　によるものてはなく、ノ轟恥心から川た弱さによって自ら命を絶ったとし

あいたにはいくつかの矛盾か見られるため、今後II了細な比校倹同を　　　　て、その自殺そj為を批判している　つまり、ルクレティアの姦浮の！Ji’

要するサルウィアーティ家のコレクションに入る以前の来歴に関し　　　　は問われないか、神の法に従うと、彼女は自殺という殺人罪を犯した

ては、サルウィアーティ家かメティチ家と姻戚関係にあることを悶ll的　　　　と批判している　llhつまり、死による潔rlの，、11より、神の救いを求め

すると、本イ11’r　filiかメティチ家のコレクションから出たというll」能’1，1を完　　　　てノ1きることのili’麦’1’1を説いているのてある　しかし、本負品の構

全に釧除することはてきない　たたし、すでに述べたようにエリサへ　　　　図とllll按に閃係すると思われるp己述は、オウでティウスの1祭歴1に見

ノタ・シラー二のぐルクレテfア♪か1661イ1頃のfilと考えられるため、　　　出すことができる［彼女は｛度II占そうと武みて、：度やめ、四度li

少なくともこの115期には本佑1占かホローニャにあったll」能VlはJl常　　　　に意を決しましたたた、このときにまなさしを1けたのは話そうとす

に高い　ホンコンパー二枢機卿かインノケンティウスX【IIからホロー　　　　るためてはありませんでした」ilT内llllのtll’；悩を隠しつつ死の覚11｝

ニャ人pJ教に任命されたのは1651　“12J“IIIのことで、このあと彼は　　　　を決めて父と人に∫糸111を話す決后、をしたルクレテfアの姿かここに

人1・J教宮殿とギャラリーの改築造営に4「汀し、クイト・レー二の名1／　　　描かれているのてあるそして画家と我々観掃の、1ノ．場は、彼女のIll「1

を含むコレクションを形成してゆくことになる　iL，仮に、実際彼のコレ　　　　を聞く父ルクレティウスであり、人コソラーテrヌスてあり、ユニウス・フ

クションに木f／品が含まれていたとすれは、ホローニャのさまざまな　　　　ルートゥスとなるわけである　こうして、ルクレティアのi題は、女’1’1

ユllLl；；’やトji体のために宗教1［lllをllll焔していたシラー二が本1／品を眼　　　の貞節とll義あるいは悪わ色1に対する徳の勝利を見、そして・ノJて

にする機会は間近いなくあったと招測することかできるその　ノ」で＼　　　はlllllしみからのlq’1放の丁段としてrl殺そ1為よりも峯iliへの祈りを選ぶ

彼女は1661f卜3月にはトスカーナ人公コシモ3肚から人がかりな偏lll　　　べきであるというキリスト教的倫理感をも含んた、複朱llな内容を孕ん

のli文を受け、フィレンツェと関係をもっていることから、　Rlメティチ　　　　ている

家所イ！のrtルクレティアtlを見たITJ能Viもi分に残されている　いす　　　　　D　i、冨ノ内洋美1・1顧11は、1998｛トにクエルチーノの1’コリアテのIYIをも

れにせよ、今後の，，’r細な調査を必要とする　　　　　　　　　　　　　　つダウィテ2（所蔵番レ∫P1998－1）を賜人しているか、木11品は、この

　クイト・レー二はかりではなく、15　li卜紀以来、「ルクレティア」を描い　　　　クエルチーノのイil晶のlll所イ」者てあ’）たション・ウドニーのコレクシ

た作品は数多く見られるか、中てもレー二は「ルクレティア」と「クレオ　　　　ヨンから出たイil　i’nilであることに加え、　i　71H紀ホローニャ派を概観する

パトラ」のi題を好んて描いている　しかもマルヴァジーアの伝える　　　　トでも、イタリア・ハロックのf’1品の少ない’li館の所蔵品に木イil品が

ところによると、’illl3　JY人として名を1弛せていたテ・ピアンキ公爵人人　　　　加えられたことはきわめて意義深いと，，える　　　　　　（高梨光ll）

やハルハノツィ公爵人人をモテルとして「ルクレティア」や「クレオパト

ラー」を1題としたt’1品をいくつか描いたという　FHさて、本角品の来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。1
歴に関して1述したように・Pレクレティア剛　・いた伽1・は・そもそも　DDS・。phe，1P，，，，、伽1，漁，，MC。，“卿α1。，1。．9tte　ol　／“＿々～
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糸描る　　　　　　　　2）脚瀦，）lll11，1謝淵1鵬llllt；凱曽1111獄8Rem’”m
　71N　fil品のヴァージョンてある旧ヴィーティ・コレクション（flg．1）の作　　　　3）DStephell　pl　pPi｝く，（♪1）　（lt　r）29Lllo　208

品は、教111クレメンスIX肚（シューリオ・ロスピリョーシ）のために制イil　　　4）DStephel1　PI　PPI　iくθtiiclo　Reni！’oρ（’ta（Ol〃ρ！（’ta，　1988　P　341・iiO　52・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pB8
されたものと考えられている　さらにクイト・レー二最晩fl　O）イ／品で　　　5）DStq）hei］p［　1il、I　R（ノtlld（♪　Re〃，～Pt、a（　tt‘（，　。f　Rep（）（itl〃g　C’Oirlρo～ltlθ〃～

あるローマのカビトリーナ美術魚所蔵0）《ルクレティア》もまたサノケ　　　　　‘Aitibus　et　Htst（）ndゼ1999，　n　1391）1）　30”：3S・　tig　3

・テ・1｛糊10のコレクシ・ンにあった偏1，てあるまた、n・・rl　ii“iの＊　6）lll畑llA　PIR‘鍾’［’G‘伽1’卿e～8吻”t’　x°1］　195r）・　pp　（｝8一

歴の’li否とは別に、マルウァシーアか，己述しているように、ホロー二　　　　7）Ferdm・mdo　U（iM　［］　［，　ltalta　Sa（’（～～’θ（・d（・eρt～（oρ’～itCtkae，　tomus　11，

ヤ人傲ホンコ・パー二欄1・ロのコレクシ・ンにも《ルクレテ・ア》が　8溜謂轍ll論、卿油。1，、＿“c，ct＿，．P，（．，、ir．～

含まれていた　このII；代ローマ0）女門ルクレティアとキリスト教的倫　　　　　beloi？s」〃，g，。　Robett　（Jdny，　Es（7　De（　eci～（・d　Catalog）tie　ot　the　Pt（ttt、re～

理とはど0）ような関係をもちうるのであろうか　　　　　　　　　　　　　　　at　Teddir～9’°n’1802’　p　19／20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　CCMALvA、1へFelsia　P’tt〃（e　Vltc）de’PlttOtt　ho／（♪9η（・～’，1841　tOmo　II，
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    Tl"hon(otk,( titm((iKh {,it ) IC)97 pBl no 62 (opN {)f tlt(icomposttLon ot tlicL lhteci[.uaet]d s,eisions dnd het work is

lo) l Lhppo BvmNti{ {L N'oti:i(' d(v/ltol('ssoti d(V/)ise!gno da ( 'im(ihit(' tii noi,N m tli(,G,ill〈,ti,i Betgh(is(i Rome (Iig S) e

    (/u(i IS13 1817 IV p2S 11osha di (;ui(/o A'(vit {i ctttd (ii (l(' llu, t,ts(tndtLns.;, pomt is that tlier〈, is ,nmg on LuQetids mght rti)g

    (,",tlh 1`)31 p1B n ')O,G FINvl)1&M KIisoN o/)(tt 1)1ll tmg(ii m sn,mis"ork ,md [.ua{iti," I],m is smoothlN dressed Whtle it
11) C ( MvNxs]x ol)(it II ph"} I'}esso 1(, S(itetiisstmc, Alt(v!(i lci
                                                                                 h,is bc'c," th{}ut.iht up tmtil novv th(it Sii,iti] based her cepy on the ex-Viti
i2) l`lllllin,Lilii`iicl-Ul ,11i'Iill i))ljZlliiJlt:](:dsu,e (,/)is( opi itaha(, temus i[ i7i7 ('oii('( tion w`tstoti i･u( uLtt{i do〈's not wear d rmg in the ex-viti

     (1987) pp ") l-33 ('( b,lxt i, xsix ol)(it 1[ pb2 (Olki( tioiiNeision and hei hdtt is Ielt tmdtidns;ed

B) Cc MvNxs[x op(it 1[ ps(y) R(tth(ii it swOEild s(Kii]i thdt 5ndms(opx is dti dl]i'iost con'iplete
11) (C "v,lvy,xslx op(it 1[ p37 tCiT)dtttOii Of thC'(OMPosltlot) ot the NMWA verslon Further Sndnl's
15) VV[Rllis bvlAXIM[]s 1:adottltil dt(totuniqtle menlotahlkum, III}er Vll, I tcltll〈't WclS GtONdtllll AI)clt(i(1 SIicinl (lblO-1670) who wds Guldo Renl's

    1 de pLL(ILatid' Ovl)ltFs /'astt Il 685ss G Boc( N( uo, l)e mu/ietibus f(UtlilUl dssistdiit a]id d(ttN{` artistical]sf in Bologna A pnnt l)y SLr,tni

    (/atts XlIX T Gxluev Le tvte de/le dotttie il/ustn de//a 9(tittuta (iitiWii iiom tlK` compovtion ot the ex-VitL Collection work rem,uns

    Sucia ,icut,i dtB ('ollttia 1{)`}1 pp 136, 157, 247 extdnt (fisl 1) Ot c'ven fuith('r fdscmdtion is that this print includes the

10 At{,vsllNtis I)('(ttutate dei(onhapagano, l, XIX sedl of dnd d de(IKdtorN msaLptton to the then ldte Gabnel Paleotti
17) ovmt s lasti II 823-825, ;i-tlit"i'ir't7 X[[ SrjiflfV" ll f:;Jhffttt}; 'l' :J{N1il )Z.lI , (15:L)2-15`)7) the f]rst Aidibi{bhop of Bologna and the author of Dis(orso

    1(}C)lfl ,p`B mtomo alle imagtiti sa(ie et ptof(tne(publLghed 158L/')n
                                                                                    Thus, w(i cdn seci that these two xvorks by followets extieinely (lose

                                                                                to GuLdo Reni cdn proNtde imt)ottdnt hiTits m dn investigdtion of the

                                                                                 provendnce ot the NMWA work Ftnthei resedrch on these works is

                                                                                 needed

                                                                                   The NMWA Luoetia is ]n extten}el.x good (ondition According to the

Gtndo Rc:m wds d major Bologtiese pamter of tlie 17th c(intutly who was condition }eport on tl)e NMWA wotk prepdied I)〉 Ddvid Chestetmdn

I)orn m Bolognd m 1575 dn(t (1i(.id tn the same town in 16tl2 Studytng dpptoxtmdtelly IO 〉,'ecns ago the (ont,ervdtor TLmothy Wdtson dpplied d

first undei Denis Calvaert he ]dter entere(l the ('dtidc a Fdmily paste lmmg to the woik 'I"he sh{itdiei fot the cdnNds itself wds mdde in

a(ademx, where he is ktiown to hdve mdde d tliotough study of works 19th(('ntm'N Engldrid, and ts made of pme Th(,n in lf)92 the sttrfd(e of

fiotn dt)tiquitN and of the works of Rdphde] Rem tlien wvnt to Rome, the woik wds de(tJ)ed l)x Ddxt(i Cliestetmdn, dnci dftei the old vdimsh

ptol)dbly hom 1599 through lf)02, tetuinmg to Bologna m 160'3 Whi]e m was t{'rnoNed, ietoud)ing woik w(is (,nned out wtth Mow]1ith 20 ds the

Rotne he was influenced by Cdtdvdggio but dftet his return to Bologna, medium Finally the work wds (odted wtth "vlS2A N,umsh dncl Ddmmar

he was stionglir' mfluenced bv Ludoi-'ico ('dnacci, dnd worked with With the cvx{.eption ot mtmmdl ievdmting thc]te aie no ]aige losgeg or

1.udowco tn the credtion of tl)e frec,coes fot Chtesd di Sdn Michele Ln other dan)dge to tlie wotk oNvrdll Wheti I exdmmc±d the woik tmder

Bot-,co m lb05 He ]dter ieturned to Rome and his work centered on ultidviolet lights, [ could not disc etn (my md]oi ddtndge m the pmnciple

ptoJ{.,cts dt the Vdticdn frotn 1608 to 1612 It w(is durtng th]s penod thdt dreds of the compositton I could see d smd]1 dmount of retouchmsg on

he fmdll〉 began to show d ii(i)ly ddssicdl style Retits hndl yedrs reNedl both si(ies of the ttppc'r btt(lge of the nose A]so, sm,i]1 flores(ent ,ueds

d stNhsttc chdnge in his pdtntir]gs chat{ictetved bx giddudll〉 bolder indicdted inodem Tetouchmg from the lower sect]on of the lips to the

btttshstrokeb, dnd (hdngesmhis ief]ned t)dlette ofcolotg nght Jdw, the lower tight side ot tlie t)edt, the center of tlie (hest, dnd

   I) Stephen Pepper published d full cdtalogue tdLsorm(i on Gutdo Reni th(` wh]te sheet dreas Theso san)e ultraviolet hght-ustl)Ie chdrdctenstics

iti 1984 dnd at that time this NDvlWA Luct(,tia w(is still not widely known i were dlso found ]n the top sec tion ot the smdll (tdgget held in Lu( retia'g

   And yet E I3dccheschi mttodu(ed two woiks iri his 1971 (dtalogue hdncl andalong thetopand botto[n (xlges ofthe(dmds

whose compositions are dlmost identicdl to thdt seen m the NMWA Thcne dre d few tt)terestmg facts known dbout tlie provendnce of the

woik One of thege Bacchegc hi publLshed works was in the Viti NMWA work In 1784 the NMWA woik wds putchdsed tiom Duke
Coll{.iction in Rome dt the titne ot pubhcdtion (toddiy' m d pnvdt(.i Sd]v]dti bN John Udny' then thc.i BtLtish consitl at IJ,(.)gl'iom (I.ivorno)

Bolog,nese colle(.tton, fig 1) The other work was ex-Spc,incer-Chutchill ((onsul l761-1796 su(.cessor m tl}e iole to Josciph Smith, the first British

Colle(tion, drid m 1969 durmg Bd(chescht's ptepatdtioti forhis 1971 co"sul dt Ventce) Udns tlien cdtne(1 the NMWA wotk bd(k to Britdm

cdtdlogue the wotk hdd entered the BdronL Collection iti I"loren(e 0thet woiks taken to Itd]v at the sdme time by Udny mclude the Dat)td

(today locdtion unknown) tvith the Head of (Jo/iath l)y Gueiqno purchased by the NMWAm1998
   In his original Eng]ish Nerson ot the cdtdlogue Peppei dttributed The NMWA Lue?tia then pdssed iTito the hdnds of John Udny's I}tother

both Bdcchescl)i-pubhshed works to Rem's workshop In the later Robeit tJdnN, dnd dftei Robett's dedth (l800) the pdmtmg was
ltdlidn edLtLoii of tits catalogue tdtsonnCi, Peppcirchdnged his dttttbution ductioned at Chrigtie s in London m ]80 1 The pdtntir}g next passed into

of the ex-Viti (.'ol]ection work dedaring thc, pdtnting to be by Rent's thci hcmds of dn Enillish privdte (ollector dt)d subse(luently itito the

own hancP hdncls ot an ltish pnvdtci collectoi
   Regarchng the NMWA Lu(ietta, the work was []ot wide]v knowti pnor The infornidtion that tlie NMWA Lti(ietia pdssed into the hdnds of the

to entermg the NrvlWA collectton dnd thus hds been n}entLoned oi Udns, fdinilx' hom the pdintit)g collection of ttic.i Sdlvidt] fdmil}t' iE)

tepioduced in only d veiy few exh]bittons, catdlogues, ot other iecorde(t in the colle(tion cdtdlogue cieated dfter Robeit Udny's

pubiicdtLons The dedrth ot {. oiitipdidtive mdt〈.)"dls l]as medtit thdt dt death S' However, there is no mfonndtion on who owr)ed thc.) work prtor

present ir)divi(itLdl tesearcl) on the work hds not l)een (amed out And to tl]e SalNLati ducdl fdmils Deboidh Gdge the dealer hds posited thdt

Net, m 1999 Peppei mttedu(ed the NMWA work in text dnd the NMWA Lu(tetta might be the Lu(ietia pamtmg iecorded by Mdlxdsia

pliotogrdphs, stdting in thdt pul)1i( ation thdt both the NMWA work and m the (luido Reni section of his Fetsma Rfttn(e ds d pdmting then owned

the ex-Viti Collection work we}e dutograph works by Guido Reni's own by Cdrdinale Giroldmo Boncoinpdgni, Archbishop of Bolognd (IC)21-

lidnd Peppei ddted the NMWA work to lb3()-38, and the ex-Viti 1681) which he futthet paned with the SNbil (MdlNdsia called the

Colk}(tion work (is an unhmshed work dating to IC)40-1642 pamtLng `Lld Sibil]d del Atledici ) whLch is now Ln the Mahon Collection i'

   ln fact, the style of the NMWA Lttctetia is extrernely dose to the style At tl)is point, there is no speufic suppoitmg evidence to tinderscoie

seen iti A Stbv/ (fig2) in the Mdhon Collection dssigned the date of 1635- this hypothesis

36 Furthei, scholdrs who hdve a(tually seen the NMWA work guch as It is generally (onsLdered that the Mdhon Sybt/ was fnst in the

Sopittendente di Bologna Di Jddtdnkd Bentini and Sopntendente di collectLofi of Cardit)ale Gian Catlo de"Mediu dnd then accordmg to

Romd Di Claudio Strinati, haNe written dg supplementafy optnions thdt Badinucus recoids aftei Gian Carlo's death the painting pdssed into

the NMWA woik isdwork by Guido Reni's own hdnd the hancls of Jacobo Altoviti, the Tttular Patnarch of Antioch who died
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before being made a Cardmal Then, in 1779, the Mahon S.vbil entered love of chastity but rather from weakness and her sense of shdme ,it)ettt

the cotlection of George Nassau, 3rd Earl of Cowper, and then I)dssed the attack In other words, he did not dccuse Lucretia ot the sm ot

through various hands before entenng the Mahon Collection i('' adultery, but rather criticized her for hdving l)rok(in God's ldw l)y

  On the other hand, Malvasia's text also recordsd half-length image of committing the sin of murder in the cage of her own su]cide i' ) Thus St

Lucretia This is the hdlf-tength image of Lu(retia then in the collection Augustme emphagized that it was more irnportant to 1iNe and s(i(ik th(i

of the Gran Duke of Tuscany, Florence ii' Further, no extant painting has sdlvation of God rather thdn prove innocence thiough dedth

been matched to this Gran Duke of Tuscany hdlf-length image Given However, the text which seems most diiect]y reldted to th〈i
the number of inconsistencies that cdn be seen between the recordg of composition of the NMWA Lucretia cdn be found in Ovid's Fasti In ls,id(

Malvdsid dnd Baldmucci, further detdiled compardtive study ig required Butt's 1833 Enghsh translation of the 1;Zisti, the relevdnt pdssage ic,dds

The provenance of the NMWA Lu( retia prior to entenng the Sdlviati "Thrice attempted she to speak, thrice she failed, and hdvtng attemptud

fainrly can be guessed given the in-law relationship between the Salviati it the fourth time she raised not her eyes "i7J Thus, we cdn see liow th(,

family and the Medici family, and thus we cannot completely rule out NMWA Lu(re)tia composition depicts Lucretia as she is determined to tell

the pogsibility that the NMWA Lucretia came from the Medici family her father and husband the details of her tdle, even ds she con( c,dls

collection However, as noted above, if we consider the ca 1664 date of from them her suffering and her decision to kill herself Thc) pdiritei, dnd

EIisabetta S!rani's Lucretia painting, then there is a very strong we as viewers, stand in the posMon of her Fdther Lucrettus, her hugband

possibility that, at least dunng that penod, the NMWA Lucretta was in Collatinus and Junius Brutus ds they Iisten to her story We cdn scte thdt

Bolognd Cardindl Boncompagni was granted the Archbishopric of Lucretia, asasubject, is complex ThesubJectencompasses thechastity

Bologna by Pope lnnocentius X on December 11, 1651, and after this dnd righteousnegs of a woman, the victory of mordlity over immorahty,

date, Boncompdgm began to renovate and build the Archbishop's and conversely, in terms of Chnstian ethics, the behef that one must

palace and galleries At this time Boncompagni began to form his choose prayer to God rathet than the act of suicide as a medns of

painting collection, which included mdJor works by Guido Reni i2) hberatmg oneself from suffering

   If we were to hypothesize that the NMWA Lttcrena wds in In l998 the NMWA purchased Guercino's David tpith the IIead of
Boncornpagni's collection, then we cdn undoubtedly suggest that Go/tath (dcquisition ntimber P 1998-1) lt is interesting thdt the Lu( rt)tta

Elisdbetta Sirani, who created religious pamtmgs for vanous churches painting shares a John Udny Collection provenance wLth the Guercmo

and orgdnizations in Bologna, would have hdd the opportunity to see work Also, the add]tion of the Reni Lucretia canvas to the NMWA

the NMWA Lucretta On the other hand, she received a commission from collection, one of only a few Italian Baroque workg, is extiemely

Cosimo III, the Grdn Duke of Tugcdny, for qutte a large painting, and importdnt in terms of the museum's consideration of 17th centuiy

through such connections with Florence,B' there is also the real Bolognege pdmting (Mitgumasa Takandshi)
possLbLlity that she hdd seen the Lucretia painting in the Medici

collectLor) Both hypotheses suggest topicg forfurther in-depth research

  A large number of images of Lucretia were created in Europe from

the 15tli centuiry on, dnd not ]ust by Guido Rem, but in fact it dppedrs

thdt Lucretia and Cleopatra were two sub]ects favored by Reni Further, NoteS

Mdlvdsia noted thdt Rem pamted d number of works on the subJect of 1) D Stephen PEPPER, 6utdo Rent, A Cotnplete Catatogue ofhts tvoiks itnth

Lucretia and CIeopdtrd modeled dfter two of the acclaimed beduties of an Uitroductoi:y tex4 0xford, Phaidon, 1984

the ddy, Contessd De Bianchi and Contessa Barbdzzi ", 2) Edi BA( CHJISCHI, Andhsi dell'opera pLttonca di Guido Rent,'  inL opeta

                                                                   completa dt Guido Ret]t, Milano 1971, p l13, n 198
  Thus we Lan see in the above noted comments about the provenance
                                                                3) D Stephen PEppER, op (tt ,p291, no 208
of the NMWA Luctena that paintings depicting Lucretid were frequently
                                                               4) D Stephen PEppER, Guido Reru t'operci(otnp/eta, 198g,p`l41,no 52 p] lg
(ointnissioned, dnd or owned by high rai)kii)g CleriC5 SUCh aS s) D stephen pLppLR, Guido Reius 1)tacti(e of Repe(irtng Conipositions,

archbishops 'Artibus et Historide," 1999 n39, pp 30-33, fig3
  'rhe ex Viti Collection work thdt is d version of the NMWA LLiCreti(i 6) paold Dl.LI.x pER(}eLA, Gal/eria borghese i dipmb, volI 1955 pp 68-b9

(presently in a private (ollection, Bologna), is thought to hdve been n 121

credted for Pope Clernens IX (Giulio Rospigliosi) The paMting Of 7) Ferdindndo UGHLLu, lta/ia Saaa sioe de epis(opis ita/iae, tomtLs 1],

Luc retid in the GalIena Capitohna, Rome, created by Guido Reni m his Venezid 1718, pp41-46

late yedrs, was at one tiine in the collection of Cardinale Sdcchetti 8) [Edwdrd Vdux] Cata/ogue ofthe entne(olle(tion of Pi(tures be/ons;uig te

Regardless of what eventually proves to be the actual provenance of the Robett (y?Iny, ESq, De(eased, Cata/ogtie of the Ptctutes at 7ledditigton

NMWA Luaetta, as Malvdsid noted, there was a Lucretia paintmg in the 1802, p 19120

collection of Cardmale Boncompagni, archbishop of Bologna Thus we 9) CC MAIVAS[A, fetsia PiMt(e V7te de'I?itton bolognesi, 1841,tomo II, p62

ii)ight ask, what wds the reldtionship between this dncient Roindn G F[NALI)l & M KIT50N, Discot)ering the ftahatt Baio(/ue Tlie Detus

womdr) Lucretid and Christian eth)(s? MCtlion Cotte(tion (exh cat ), 1997,pB4, no 62
  The duthoritdtive historicdl record of Lucretia's tdle can be found in 10) F}1iPPO BALDINtiC('[, !VOti:i(' det Ptofessort de/ Dises;no da Cmiabtie iti

Titus Livius's Ab utbe ((mdtta (History of Rome), Book i, chapter ss (l;)ili4 },ifi453"lis4c7/'8V'F?N2A)?l)M&051fir(iK(i/iis9,kii(,/il)ic?eiti!tbdi ,C3Xrd di GC ("dV"iiit'

sextus Tarquimus, son of the Roman emperor TarqUiniU5 SUPerbUS, n) cc Mxtvxs[4, op ctt 1[ p6')', "Pregso le Serenissiri)e Altezze le tdrite

thredtened Lucretid, wife of Tdrqunius ColldtiMiS With a 5WO!d and una LucreAd mezzd figuta '

iaped her Thus s)hamed, Luciettus exp]ained the faCtS tO hei fdther 12) Feidindndo uGHLLu, /taha sacra, t,it)e epis(opi itakae, tomus l[, 1717

Suplius Lucretius dnd her husband Collatinus and then coMMitted ogs7), pp 54-55,Cc MALvAsiA, of) cit , II, p 62

suicide by stabbing herself in the chest with d ddgger she had 13) CC MAtvA,glA op(it,I[,p 399

concedled in her clothing It wds this inctdent which led to the 14) CC MAIvixslA, op(it,II,p57

conversion of Impenal Rome into the Romar) Republic This tdle of 15) VALu〈itJs MAxtMus, Ira(torum (lictotunique niemoiabihuni, liber V[1 l 1

Lucretid was then taken up in a vanety of hterature rdnging m date from "de pudicLtia", OvlDIus, /;asti, II, 685ss, G Boc( ix"Io, De mttlt(,ttbtis

antiquity through the Renaissdnce and Baroque periods, with ctaris, XI･IX T GARLON] Le tute de/te (/otirie iltustii de//a S( tittitta ,Sa( ta ,i

Paiticuldrly high prdbe by Boccdccio, with dll citmg Lucretid ds d inodel curd d] B Collma, 1991 pp 136, 137, L)47

ofdwoman who protected her chdstity i5 16) At'(iUSIINVS De ctvitate dei(otihapagano l XIX
   Ori the other harid, St Augustme quoted the story of Lucretid in his 17) OVI[)It)S, 1;(istt, II, 823-825, Oivcl's Fasti 7'janstated iiito I;"tisghsh 1)iose, hv

                                                                   Lsaa( Btitt, Dublin, 18133, p 59
Ctvitatis det, book 1, chapter 19, but he disdgreed with common

opinions of the story He noted that though Lucretia maintaLned her

chdst]ty by killing herself, her choice of suicide did not come from her

12


